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の中期成績．第 29 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2013 Nov 21-23；新潟． 
107) 伊藤圭佑，津村貢太朗，長山剛太，永尾征弥，壷井祥史，神林智作，桑山直也．29 例の急性頚動脈狭窄症に対する
急性期血行再建術の治療成績．第 29 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2013 Nov 21-23；新潟． 
108) 平松匡文，杉生憲志，菱川朋人，春間 純，徳永浩司，伊達 勲，桑山直也，坂井信幸．本邦における硬膜動静脈
瘻の臨床的特徴－JR-NET2 の解析より－．第 29 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2013 Nov 21-23；
新潟． 
109) 春間 純，平松匡文，杉生憲志，菱川朋人，徳永浩司，伊達 勲，桑山直也，坂井信幸．本邦における硬膜動静脈
瘻に対する治療成績の検討－JR-NET2 の解析より－．第 29 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2013 
Nov 21-23；新潟． 
110) 岩村暢寿，場崎 潔，緑川 宏，菊池登志雄，斉藤淳志，昆 博之，佐々木達也，西嶌美知春，桑山直也．Cone Beam 
CT が有用であった海綿静脈洞部硬膜動静脈瘻の 2 症例．第 29 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2013 
Nov 21-23；新潟． 
111) 平野ともえ，高岩亜輝子，柴田 孝．左上肢における道具の使用に困難を呈した脳梗塞の一例．第 37 回日本高次脳
機能障害学会学術総会；2013 Nov 29-30；松江． 
112) 高岩亜輝子，秋岡直樹，黒﨑邦和，柏﨑大奈，黒田 敏，桑山直也．高齢者における頚動脈ステント留置術前後の
認知機能．第 37 回日本高次脳機能障害学会学術総会；2013 Nov 29-30；松江． 
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◆ その他 
1)  旭 雄士．当科での ITB 療法の治療経験．富山県 ITB 療法学術講演会；2013 Jan 11；富山． 
2)  黒田 敏．脳梗塞に対する骨髄間質細胞移植．第 24 回福井脳梗塞セミナー；2013 Jan 26；福井． 
3)  黒田 敏．もやもや病の治療．第 8 回 STROKE MANAGEMENT FORUM IN CHIBA；2013 Feb 1；千葉． 
4)  黒田 敏．脳血流画像の脳血行再建術への応用．第 3 回山口 Brain Imaging；2013 Feb 14；宇部． 
5)  黒田 敏．「特別講演」脳梗塞をターゲットとした骨髄間質細胞移植．第 67 回富山県医学会；2013 Feb 16；富山． 
6)  黒田 敏．富山県における脳血管外科の現状．釧路脳神経外科懇話会；2013 Feb 21；釧路． 
7)  桑山直也．「特別講演」ハイブリッド手術室の活用．第 14 回呉西地区脳神経外科講演会；2013 Feb 22；高岡． 
8)  桑山直也．「特別講演」Hybrid 手術室を活用した脳血管内治療．北陸アンギオ研究会講演会；2013 Feb 23；金沢． 
9)  黒田 敏．「特別講演」脳梗塞に対する骨髄間質細胞移植．呉西ミーティング；2013 Feb 25；高岡． 
10)  福田 修，小山新弥，黒田 敏．スキー・スノーボードによる頭部外傷いろいろ．第 29 回白馬脳神経外科セミナー；
2013 Feb 29- Mar 2；青森． 
11)  桑山直也，秋岡直樹，柏﨑大奈，黒田 敏．頚動脈穿刺による脳血管内治療．第 29 回白馬脳神経外科セミナー；2013 
Feb 29- Mar 2；青森． 
12)  旭 雄士．マルチプログラミング．戦略的 PD 治療のための薬物・機能外科融合フォーラム；2013 Mar 2；東京． 
13)  黒田 敏．もやもや病の外科治療－富山県におけるこの一年間の経験から．富山大学附属病院第 31 回地域連携研修
会；2013 Mar 4；富山． 
14)  旭 雄士．脊髄刺激療法が奏功した複合性局所疼痛症候群（CRPS）の一例．富山大学附属病院第 31 回地域連携研
修会；2013 Mar 4；富山． 
15)  秋岡直樹．脳梗塞を繰り返した内頚動脈狭窄症に対して頚動脈内膜剥離術（CEA）を実施した一例．富山大学附属
病院第 31 回地域連携研修会；2013 Mar 4；富山． 
16)  黒田 敏．もやもや病の病態・治療・課題．第 33 回 Metropolitan Stroke Forum；2013 Mar 5；東京． 
17)  黒田 敏．富山県における脳血管外科の現状と課題．化血研レクチャーミーティング；2013 Mar 7；熊本． 
18)  桑山直也．機能的脳静脈解剖－血管内治療に必要な知識を中心に－．岐阜大学脳神経外科講演会；2013 Mar 14；岐
阜． 
19)  堀 聡．空間認知における θ 波・EMG 間コヒーレンス．第 1 回 TOM-ぶり街道カンファランス；2013 Mar 30；富山． 
20)  秋岡直樹．頭蓋 dAVF に対する血管内治療．第 1 回 TOM-ぶり街道カンファランス；2013 Mar 30；富山． 
21)  林 智秀．過灌流症候群が再燃したもやもや病の一例．第 1 回 TOM-ぶり街道カンファランス；2013 Mar 30；富山． 
22)  浜田秀雄．脳室近傍腫瘍に対する内視鏡手術．第 1 回 TOM-ぶり街道カンファランス；2013 Mar 30；富山． 
23)  旭 雄士．パーキンソン病に対する DBS 療法のトピックス．第 1 回 TOM-ぶり街道カンファランス；2013 Mar 30；
富山． 
24)  松村内久．「教育講演」超高倍率顕微鏡を用いた脳血管吻合術．第 1 回 TOM-ぶり街道カンファランス；2013 Mar 30；
富山． 
25)  黒田 敏．How to rescue ischemic brain．第 2 回脳卒中ペナンブラ研究会；2013 Apr 6；東京． 
26)  旭 雄士．パーキンソン病の最新治療．患者さんと家族のための医療セミナー「パーキンソン病の最新治療につい
て」；2013 Apr 13；富山． 
27)  黒田 敏．頚動脈閉塞生疾患に対するバイパス術－最近の知見－．第 6 回脳血管手術研究会；2013 Apr 14；名古屋． 
28)  秋岡直樹，桑山直也，高岩亜輝子，柏﨑大奈，遠藤俊郎，黒田 敏．進行する認知機能障害で発症した硬膜動静脈
瘻の検討．第 87 回富山県脳神経外科医会；2013 Apr 24；富山． 
29)  松村内久，堀江幸男，黒田 敏．「教育講演」脳血管外科における高倍率顕微鏡手術とその機器・器具開発の取り組
み．第 29 回富山県脳卒中研究会；2013 May 17；富山． 
30)  秋岡直樹．脳神経障害患者の管理．第 13 回看護卒後教育セミナー基礎コース；2013 May 25；富山． 
31)  桑山直也．脳血管内治療のトピックス－特に Hybrid 手術における Zeego の活用－．糸魚川脳卒中セミナ ；ー2013 May 
31；糸魚川． 
32)  黒田 敏．「特別講演」脳血管外科の現状と課題－富山県，全国－．第 98 回道南脳神経外科懇話会；2013 Jun 7；函
館． 
33)  黒田 敏．脳の病気と認知症．富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座；2013 Jun 13；高岡． 
34)  黒田 敏．脳の病気と認知症．富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座；2013 Jun 20；富山． 
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35)  永井正一．小脳腫瘍の一例．第 49 回北陸脳腫瘍懇話会；2013 Jun 22；金沢． 
36)  黒田 敏．「特別講演」脳 SPECT/PET から何を読みとるか？ 第 16 回千里浜脳循環代謝カンファレンス；2013 Jun 22；
金沢． 
37)  旭 雄士．「特別講演」当科におけるニューロモデュレーション治療．第 11 回呉東脳外科医勉強会；2013 Jun 28；
魚津． 
38)  桑山直也．「特別講演」硬膜動静脈瘻の不思議．第 4 回北のまほろば脳神経外科手術研究会；2013 Jun 28；青森． 
39)  桑山直也，秋岡直樹．テント部硬膜動静脈瘻，ユニークなアプローチルート．第 14 回脳神経血管内治療琉球セミナ
ー；2013 Jul 5-7；沖縄． 
40)  秋岡直樹，桑山直也．術中 no flow となった CAS の 1 例．第 14 回脳神経血管内治療琉球セミナー；2013 Jul 5-7；沖
縄． 
41)  高岩亜輝子．「基調講演」次世代に伝えたい〜脳卒中医療のやりがいと教育〜．第 6 回富山県済生会富山病院脳卒中
合宿セミナー；2013 Jul 6-7；富山． 
42)  高橋千晶，山谷和正，黒田 敏．特発性正常圧水頭症に対する取り組み．第 88 回富山県脳神経外科医会；2013 Jul 10；
富山． 
43)  久保道也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，堀 聡，林 智秀，堀江幸男，桑山直也，黒田 敏．塞栓術を行った
前頭蓋窩硬膜動静脈瘻の一例〜発生学的視点をいかに臨床に役立てるか〜．第 88 回富山県脳神経外科医会；2013 Jul 
10；富山． 
44)  高岩亜輝子．「特別講演」生活へつなぐ〜急性期から取り組むリハビリテーション看護〜．第 5 回北陸地区脳神経リ
ハビリテーション看護研究会；2013 Jul 13；富山． 
45)  黒田 敏．「特別講演」もやもや病に対する脳血行再建術．第 105 回大阪脳神経外科研究会；2013 Jul 16；大阪． 
46)  黒田 敏．脳血行再建術〜エビデンスと実地診療．第 7 回脳梗塞フォーラム栃木；2013 Jul 18；栃木． 
47)  柏﨑大奈．術後過灌流が再燃した成人もやもや病の一例．第 15 回脳教カンファレンス；2013 Jul 20；奈良． 
48)  黒田 敏．もやもや病の外科治療．ストップ！NO 卒中プロジェクト全国一斉エリア会議；2013 Jul 24；富山． 
49)  黒田 敏．「特別講演」脳卒中の急性期治療と再生医療．第 4 回脳卒中エキスパートミーティング；2013 Jul 26；岡
山． 
50)  黒田 敏．脳血管疾患の外科治療〜どこまでエビデンスを尊重すべきか？ 第 4 回信濃町脳血管障害セミナー；2013 
Jul 27；東京． 
51)  秋岡直樹，桑山直也．ACC dural AVF の 1 例．第 3 回富山ホタルイカカンファランス；2013 Aug 17；富山． 
52)  黒田 敏．もやもや病の病態，外科治療，長期予後．第 23 回脳血管シンポジウム；2013 Sep 14；大阪． 
53)  旭 雄士．頚椎レベルで dural stimulation することで，広範囲に除痛効果が得られた症例．SCS 症例検討会；2013 Sep 
20；東京． 
54)  桑山直也．「特別講演」知っておきたい！脳血管内治療．平成 25 年度国立病院言語聴覚士講演会；2013 Sep 21；名
古屋． 
55)  高岩亜輝子．「教育講演」知っておきたい！脳血管内治療前後の高次脳機能障害－高次脳機能検査の読み方－．平成
25 年度国立病院言語聴覚士講演会；2013 Sep 21；名古屋． 
56)  松村内久．「教育講演」超高倍率顕微鏡バイパス手術の取り組み．第 41 回岩手脳神経外科談話会；2013 Sep 26；盛
岡． 
57)  黒田 敏．「特別講演」くも膜下出血－その多面的な解析．第 3 回救急アカデミックアライアンスの会；2013 Sep 26；
豊明． 
58)  桑山直也．「特別講演」Verify Now を使った研究と抗血小板療法．第 7 回西埼玉抗血小板療法研究会；2013 Sep 27；
川越． 
59)  黒田 敏．内頚動脈狭窄症への挑戦！〜病態の解明，周術期管理と越中八策．千葉県北総地区高齢者疾患フォーラ
ム 2013；2013 Sep 27；佐倉． 
60)  黒田 敏．もやもや病の外科治療．富山大学附属病院院内研修会；2013 Sep 30；富山． 
61)  秋岡直樹．軽度〜中等度頚動脈狭窄症に対する外科的治療．第 29 回神経疾患をまなぶ会（脳卒中カンファレンス）；
2013 Oct 7；富山． 
62)  黒田 敏．「特別講演」自己骨髄間質細胞を用いた神経再生のトランスレーショナル研究．第 10 回 Brain Protection 
Forum；2013 Oct 18；東京． 
63)  黒田 敏．脳卒中の急性〜慢性期治療－脳神経外科医の役割－．済生会富山病院地域連携の会；2013 Oct 24；富山． 
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64)  黒田 敏．内頚動脈狭窄症の治療〜病態の解明と越中八策．Fighting Vascular Events in MORIOKA；2013 Oct 25；盛
岡． 
65)  黒田 敏．脳卒中をやっつけろ！ 第 31 回中村記念病院祭講演会；2013 Oct 27；氷見． 
66)  秋岡直樹．脳卒中既往高血圧患者におけるオルメテック錠の効果．Toyama Stroke Seminar；2013 Oct 31；富山． 
67)  黒田 敏．内頚動脈狭窄症の病態と治療〜そして越中八策．福島脳神経外科談話会；2013 Nov 9；郡山． 
68)  秋岡直樹，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏，田中耕太郎．軽度内頚動脈狭窄症に対する CEA の経験．第 89 回富山
県脳神経外科医会；2013 Nov 27；富山． 
69)  黒田 敏．脳 SPECT から何を読み解くか？ 千葉脳 SPECT 画像講演会；2013 Dec 6；千葉． 
70)  旭 雄士．「ランチョンセミナー」内科医がよくみる脳神経外科救急とそのピットフォール．第 5 回富山大学附属病
院内科救急・ICLS 講習会；2013 Dec 8；富山． 
71)  黒田 敏．「教育講演」もやもや病のバイパス手術．第 18 回関西脳神経外科手術研究会；2013 Dec 21；大阪． 
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